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最新研究トピックス

TOPICS1
　

亀甲多面鏡による 8 次元光伝播の計測

多数の仮想カメラ・仮想プロジェクタを半球面上に等間隔
に配置するために，楕円体に外接する多面体鏡を設計しま
した．この光学システムを利用することで，物体表面上の
様々な位置（2次元）に様々な方向（2次元）から照明し，様々
な位置（2次元）から様々な方向（2次元）に伝播する合
計8次元の光伝播を計測できます．

最新研究トピックス

TOPICS2
　

平行高周波照明

散乱媒体中の物体は，光が散乱するために不鮮明になりま
す．そこで，高周波照明と呼ばれる細かいチェッカーパター
ンを平行光として
照明・観測するこ
とで，不要な散乱
光を除去します．
これにより，透過
光のみからなる鮮
明な画像を得るこ
とができます．

物体に光をあてると，ある光は表面で反射し，また，あ
る光は物体内部に到達して散乱します．本研究室では，
このような光の伝播を詳細に計測するための光学システ
ムの開発や，光の伝播を解析するアルゴリズムの研究を
しています．
例えば，
➢  反射光を計測することで，物体表面が「つるつる」して

いたり「ざらざら」していたりといった，表面の状態を
知ることができます．このような技術は，例えば実物
の質感を CG で再現したり，塗装面の劣化具合の検査
などに利用できます．

➢  散乱光を計測することで，その物体が金属なのか，木
材なのか，どのような透明度を持つプラスチックなの
かといった，材質の違いを知ることができます．この
ような技術は，霧や濁った水中などで撮影された画像
を鮮明化したり，コンピュータがシーンを正しく理解す
るための重要な手がかりとなります．

光の伝播からシーンを理解する

   物体表面での反射	

   物体表面下での散乱	

３次元形状	 反射特性	

大理石	 白濁液体	 散乱解析	

CG応用	

反射特性の計測	

光の反射と散乱

亀甲多面鏡による８次元光伝播の計測 平行高周波照明

URL：http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seeit/seeit/

最新研究トピックス

TOPICS1
　

ディミニッシュト・リアリティ（DR）への活用

都市空間等に新規に建物を設計する際、完成後どのような景観になる
のか検討する必要がありますが、拡張現実感（AR）技術を用いて、新
しい構造物の 3 次元モデルを映像に重畳すれば通常は解決できます。
しかし、既存の建物を取り壊す場合、既存構造物が映像に入ってしま
うため、消す必要があります。これを Diminished Reality（DR）と言
いますが、DR を実現するためには、周辺の 3 次元モデルをレーザー
スキャナや SfM を用いて予め作成し、取り壊す構造物の部分をマスキ
ング（隠して）、その上に影に隠れて見えない向こう側の 3 次元モデル
を拡張現実感（AR）技術を用いて、重畳するのです。

最新研究トピックス

TOPICS2
　

AR で既設構造物の点検結果や解析結果／
センシングデータを表示

AR を用いて、既設の橋梁や建築物の以前の点検データを変状がある
場所に重ね合わせてタブレット PC 等のディスプレイ上に表示する研
究を行っています。また、気温、湿度、風向、風速、歪み、加速度な
どの各種解析結果やセンシングデータを AR でグラフィカルに表示し
ます。

レーザー光線を周辺の物体群に異なる角度であまねく照射するこ
とができる装置「レーザースキャナ」により、周辺環境の表面を
大量の点群データ「Point Cloud」として表現することができま
す。また、ドローン（UAV）等に登載したデジタルカメラで環境を
対象に隣の写真と適切に重なるように数多く撮影し、Structure 
from Motion（SfM）と呼ばれる写真測量技術に基づくソフトウェ
アに入力しますと、自動的に環境表面の点群データと 3 次元サー
フェスモデルが生成されます。

点群データから土木構造物等を認識・3 次元モデル化
点群データは単なる点の集まりに過ぎませんので、人間が見れば
何となく何を表しているかはわかっても、コンピュータには認識
できません。そこで、当研究室では、様々な工夫を施して、擁壁、
橋脚、トンネル等の土木構造物を認識して 3 次元のポリゴンモデ
ルに変換する手法を研究開発しています。

動く物体を写真から AI 等を応用して除去し SfM の精度向上
ドローンで大量の写真を撮影している最中に、人や自動車が写真
内で動いてしまうと、3 次元モデル化がうまくいきません。そこで、
動く物体を AI 等の技術を応用して写真から除去して、3 次元モデ
ル化の精度を向上させる研究を行っています。

< スタッフ > 矢吹 信喜 教授、福田 知弘 准教授

レーザースキャナや大量の写真画像から
環境の3次元モデルを作成しVR/AR/DR等に活用

大学院工学研究科　矢吹研究室

モノレールの点群データ（上）から 3 次元ポリゴンモデル（下）へ変換

ドローン（左）により作成した 3 次元モデルから動いている
建設機械を発見し除去

左の写真の真ん中の建物を取り壊して、
右の映像のような新しい建物や樹木を計画する。

ARを用いて建物の周辺の風の流れを流線で、気温を色で示して、
問題を発見する（左）。建物の周辺の地表の温度と気温分布を
色で、風向・風速を三角錐の向きと大きさで表現する（右）。
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